
校 報 木次中学校区のめざす子ども像 

ひ いの子  
 

・ふるさとに愛着をもち、多様な他者と進んで関わる子ども 

・心身ともに健康で、しなやかさとたくましさのある子ども 

・自ら判断し、生き生きと表現する子ども 

令和２年５月２２日 発行 文責：校長 

 

 
 

４月９日の入学式で２３名の新１年生を

迎えました。式は、新型コロナウイルス感染

症対策のため、全校児童で迎えることがで

きず、６年生が代表して歓迎の言葉と歌の

プレゼントをしました。 

 

入学式の翌日からは、毎朝、６年生が当番

で１年生教室を訪れ、１年生の朝の準備を

見守ったり、クイズやじゃんけんゲーム、紙

芝居、読み語りなどをして楽しませたりし

てくれていました。 

  
１年生と６年生だけでなく、２年生から 

５年生の子どもたちも、張り切って新しい

学年の生活を始めていました。そのような

順調な滑り出しをした矢先に、臨時休業と

なってしまいました。 

ゴールデンウイーク明けの５月７日に、

半日だけ臨時登校日がありました。その折

に、全校児童を対象に、休業中の気持ちにつ

いてアンケート調査を行いました。休業中

の満足度を問うと、上学年で満足度４０％ 

以下と答えた子どもたちがいました。その

理由は次のようなものでした。友達に会え

ない寂しさや再開後の学校生活への不安を

感じながら家で過ごしていたことが分かり

ます。 
 

 

学校が再開した５月１８日には、元気い

っぱいに登校する子どもたちの姿がありま

した。１年生教室には、休業前と同様に数人

の６年生の姿があり、折り紙を配って、カエ

ルの折り方を優しく教えていました。よう

やく戻ってきた日常が、このまま続くこと

を願っています。 

再開後の斐伊小学校では、これまで以上 

に感染症対策に気を配りながら計画的に教 

育活動を進めて参ります。しかし、既にお知ら

せしているとおり、学校内外の様々な行 事が

中止や延期になっています。状況によ っては、

今後、さらなる変更があるかもしれ ません。保

護者の皆様、地域の皆様のご理解、ご協力をお

願いします。 

・友達と会えない。  
・人に会いたい。  
・つまらない。ひま。  
・勉強をあまりやっていないから。  
・勉強についていけるか心配。  
・修学旅行があるか心配。  
・家の手伝いをして疲れた。  

６月の主な行事予定  
２（火）いもの苗植え〔１、２年生〕  
３（水）尿検査  
９（火）計算会  

１２（金）スクールカウンセラー来校  
２３（火）書取会  



 
 

⑧ オープンスペースを利用した給食 

学校が再開したことはうれしいことです

が、感染症対策をしながら教育活動を進め

ることは容易なことではありません。そも

そも、子どもの特性上、密着しやすいものです。

触れ合うことが発達・成長を促すという側面

もあります。校内では基本的にはマスクを

着けて過ごしますが、これからの時期は、

熱中症の心配もあります。大きな声で歌ったり、

楽器を演奏したり、調理活動をしたりするなど、

飛沫が飛びやすい学習は、当面の間、実施を見

合わせなくてはいけません。いろいろと制約

がありますが、工夫しながら前進するしか

ありません。 

現在、斐伊小で行っている感染症対策を

紹介します。 

 

① 登校時の手指消毒と健康観察表確認 

②窓及び教室と廊下との境の扉を開放す

ることによる換気 

③ １ｍずつ離れて着席 

④ 全員マスク着用 

⑤ 休み時間ごとの手洗い 

⑥ 部屋を分けた給食 

⑦ 同じ方向を向いて給食＆歯磨き 
 

 

【１、２年生はランチルームで】 

 

 

 

 

 

 

 

 
【授業中よりも広く間隔を空けて】 

 
⑨ 歯磨き後のうがいは、間を空けて 

 

 
【順番待ちも間を空けて】 

⑩ 共用部分の消毒 

 
日本は、諸外国に比べると検査体制が十 

分でないため、一部の人しか検査を受ける 

ことができません。ですから、本当に自分が健

康体と言えるのか、実は感染歴があって 抗

体保有者なのか、感染しているけれど無 症

状なのか、だれにも分かりません。そのような

状況下での学校再開ですから、子ども たち

を守るため、その時その時のベストを 目指

して感染症対策に取り組んでいきます。 

最近、東京や大阪など大都市においても

感染者の報告数が少なくなっています。こ

れは、ゴールデンウイークに全国で外出自

粛に取り組んだ成果だと言われています。

不便ではありますが、「新しい生活様式」に

少しずつ慣れていく必要がありそうです。
  


